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▼
会
社
概
要

　

当
社
は
一
九
八
三
年
に
神
奈
川
県

で
設
立
し
ま
し
た
。
水
道
の
水
質
検

査
（
飲
料
水
）
や
河
川
等
の
水
質
、

土
壌
、
大
気
と
い
っ
た
環
境
調
査
分

析
を
専
門
に
行
っ
て
い
ま
す
。
北
関

東
支
社
は
一
九
八
九
年
に
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。
売
上
の
柱
は
水
質
調

査
で
、
全
体
の
七
割
を
占
め
ま
す
。

　

健
康
や
環
境
負
荷
へ
の
関
心
が
高

ま
り
調
査
業
務
が
増
加
す
る
一
方

で
、
吸
収
合
併
な
ど
で
検
査
機
関
も

減
少
し
つ
つ
あ
る
成
熟
産
業
と
言
え

ま
す
。
業
界
と
し
て
は
確
実
に
淘
汰

が
進
ん
で
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介

　

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
邑
楽
町
で

す
。
学
生
時
代
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
て
お
り
、
今
も
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

や
休
日
に
息
子
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

入
社
の
き
っ
か
け
は
、
工
業
化
学

を
専
攻
し
て
い
た
の
で
「
地
元
で
化

学
に
携
わ
り
た
い
」
と
思
い
、
北
関

東
支
社
の
あ
る
総
合
環
境
分
析
に
応

募
し
ま
し
た
。
無
事
に
一
九
九
六
年

四
月
に
入
社
し
、
北
関
東
支
社
に
配

属
さ
れ
今
に
至
り
ま
す
。

▼
同
友
会
入
会
の
き
っ
か
け

　

初
め
て
例
会
に
参
加
し
た
の
は
、

現
会
長
（
石
渡
裕
氏
／
神
奈
川
同
友

会
元
代
表
理
事
、
中
同
協
・
政
策
委

員
長
）
が
、
群
馬
同
友
会
で
講
演
を

し
た
時
で
す
。
そ
の
後
、
二
〇
一
〇

年
九
月
に
支
社
長
を
拝
命
し
た
際
に

「
同
友
会
に
入
会
し
て
欲
し
い
」
と

提
案
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
二
月
に
入

会
し
ま
し
た
。

　

入
会
直
後
は
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
グ
ル
ー

プ
討
論
で
、
先
輩
経
営
者
が
自
社
の

悩
み
を
赤
裸
々
に
打
ち
明
け
、
討
論

参
加
者
が
熱
心
に
相
談
に
乗
る
様
子

を
見
て
「
自
分
も
本
音
で
ぶ
つ
か
っ

て
良
い
ん
だ
」
と
思
え
て
か
ら
は
参

加
率
が
上
が
り
ま
し
た
。

▼
入
会
後
一
番
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

　

例
会
で
の
気
づ
き
や
、
支
部
の
仲

間
か
ら
の
厳
し
く
も
的
確
な
指
摘

が
、
職
場
環
境
改
善
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
社
員
の
自
主
性
や
積
極
性
向

上
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
定

着
率
も
上
が
り
、
私
の
業
務
を
分
担

す
る
事
で
営
業
体
制
を
強
化
で
き
、

結
果
と
し
て
売
上
増
と
し
て
表
れ
て

き
て
い
ま
す
。即
効
性
は
な
く
て
も
、

同
友
会
の
学
び
と
気
づ
き
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
社
内
に
浸
透

し
「
良
い
会
社
」
に
近
づ
い
て
い
る

感
覚
で
す
。

▼�

社
長
（
石
渡
壮
氏
／
神
奈
川
同
友

会
）
と
の
関
係
性
は
？

　

現
社
長
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
に

事
業
承
継
し
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
経
営
指
針
書
を
作
り
直
し
、

会
社
概
要
で
触
れ
た
「
淘
汰
が
進
む

業
界
」
で
勝
ち
残
る
為
に
成
長
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
三
ヶ
月
間
本

気
で
指
針
作
り
に
打
ち
込
む
姿
で
示

し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
支
社
長
と

し
て
、
そ
の
経
営
指
針
を
支
社
で
実

践
し
て
い
こ
う
と
、
改
め
て
強
く
思

う
事
が
で
き
ま
し
た
。

▼�

同
友
会
の
生
か
し
方
、
又
は
要
望

な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

参
加
す
る
事
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。
他
社
を
知
る
中
で
新
た
な
気
づ

き
や
違
う
視
点
を
持
つ
事
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
今
変
わ
ら
な
く
て
も
実

践
し
続
け
る
事
で
す
。

　

要
望
と
し
て
は
、
経
営
者
と
同
じ

目
線
で
社
員
が
参
加
出
来
る
例
会
が

あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
太
田
支

部
で
は
例
会
の
企
画
運
営
に
も
携
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
今
後
企

画
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
会
社
・
同
友
会
そ
れ
ぞ
れ
の
展
望

　

北
関
東
支
社
は
十
八
名
に
ま
で
人

員
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
幹
部
社
員

を
育
て
、
も
う
一
段
上
の
組
織
を
目

指
し
ま
す
。

　

会
社
も
同
友
会
も
、
自
分
一
人
が
が

ん
ば
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
学
ん

で
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
社
長
、
代
表
理
事

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
取
材
の
様
子
や
紙
面
に

載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
質
問

な
ど
も
、
群
馬
同
友
会
の

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
。
顔
の

見
え
る
広
報
誌
を
目
指
し

て
今
日
も
ど
こ
か
で
取
材

中
！
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参加する事に尽きる！会員企業紹介

訪問
インタビュー



同友ぐんま９月号 会員企業紹介「訪問インタビュー」 

 

広報委員の取材の様子や紙面に載せられなかったＱ＆Ａをご紹介！（抜粋） 

 

（Ｑ：広報委員／Ａ：中村支社長】 

 

Ｑ：検査する土や水の採り方は決まり

があるのですか？ 

 

Ａ：土や水も採り方には決まりがあり

ます。土の種類によっても異なります

し、土の表面のみを採る方法と、表面

を除いて深さ何㎝の土を採る方法など

もあります。また、ある程度の広さの

土地を調べる時などは、５地点混合法

という方法で検査対象の土地の５つの地点から土を採取し、混ぜ合わせてその土地の土

として検査します。偏りなく平均的なものを採るという大前提があります。これは水（河

川や湖）なども同じで、川の中心は流れているのでキレイでも、両端は流れが淀み水質

が悪化していることもあるので、流心の表面から何㎝だったり、水深の何割りの深さ、

といった決まりがあります。 

 

 

 

Ｑ：群馬県の水はどれだけきれいなのか？ 

 

Ａ：場所にもよりますが、基本的にきれい

だと言えます。これは感覚的なものではな

く、群馬県が毎年発行している環境白書と

いうものの中に、河川の結果として記載さ

れています。上流は汚れの指標の BOD と

いう項目が、低い値できれいです。ただ、

東毛地区は高い値を示しています。 

水に限った話ではありませんが、環境問題については継続的な調査が必要だと言えます。 

※環境白書は群馬県のＨＰから確認することができます。 

 

 



 

 

Ｑ：経営理念についてどう捉えていますか？経営者側、社員側両方の視点を持っている

と思いますが、社員側の視点で聞かせてください。 

※同社の経営理念「働きがいと誇りを胸に 世界の安心を計り 幸せを創造します」 

 

Ａ：今の経営理念は現社長が全て作っ

たものですが、これまでは会長が作っ

た理念でやってきました。社長交代の

タイミングで「新たにつくりなさい」

ということで作り直したものです。 

〝働きがいと誇り“については、以前

の理念にも使われていた文言で、それ

を大事なキーワードとして残したこと

も聞いています。簡潔で分かりやすい

言葉だと思います。神奈川同友会の「経営指針作成部会（経営指針をつくる会）」はス

パルタだと聞いていますし、実際に様子を見学に行かせてもらったこともあります。成

文化した理念にたどり着くまでの過程は社内でも見ていますし、相談も受けたりしてい

ますので余計によくできていると感じます。 

 

 


